
��／今号の主な内容
　2／岡山県総合社会福祉大会
　3／全国老人クラブ大会
　4／高齢者地域リーダー研修会
　5／岡山県老人福祉大学
67／県下各クラブの活動紹介
　8／スポーツ大会
　9／女性リーダー研修会
　�／保険・ナンプレ
　�／行政からのお知らせ
　�／会員のひろば・行事予定
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̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第32号

おかやま県老連だより
（通巻101号）
令和７年1月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
知
事
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の

ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
県
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

重
責
に
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
皆
さ

ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
と

ご
期
待
に
お
応
え
す
る
決
意

を
新
た
に
し
て
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

私
は
知
事
就
任
以
来
、
本

県
発
展
の
好
循
環
の
起
点
と

し
て
、「
教
育
の
推
進
」
と
「
産

業
の
振
興
」
の
２
つ
の
柱
を

政
策
の
中
心
に
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
強
力
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
小
・
中
学
校
と
も

に
全
国
平
均
並
み
ま
で
学
力

が
回
復
、
定
着
し
、
ま
た
、

新
規
企
業
等
の
投
資
額
が
累

計
で
１
兆
円
を
超
え
る
な
ど

確
か
な
成
果
が
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

現
在
策
定
を
進
め
て
お
り

ま
す
、
来
年
度
か
ら
の
４
年

間
を
行
動
計
画
期
間
と
す
る

「
第
４
次
晴
れ
の
国
お
か
や
ま

生
き
活
き
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
教

育
の
推
進
」と「
産
業
の
振
興
」

の
２
つ
の
柱
を
継
続
し
つ
つ
、

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る

「
少
子
化
対
策
」
を
地
域
活
性

化
の
基
盤
を
担
う
重
要
な
政

策
と
し
て
新
た
な
柱
に
加
え
、

不
退
転
の
覚
悟
で
向
き
合
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
社
会
の
重
要
な

一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
高
齢
者

の
方
々
の
一
層
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
、

社
会
参
加
活
動
の
一
環
と
し

て
、
相
互
支
援
や
生
活
支
援

な
ど
に
お
元
気
で
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
、
２
０
２
５
年
は
巳

年
で
す
。
蛇
が
皮
を
脱
ぐ
よ

う
に
、
一
段
と
成
長
し
、
す

べ
て
の
県
民
が
明
る
い
笑
顔

で
暮
ら
す
「
生
き
活
き
岡
山
」

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
明
る

く
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
各
種
行

事
等
に
多
大
な
ご
理
解
と
格

別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

み
、
社
会
構
造
や
人
々
の
日

常
生
活
が
変
化
す
る
中
、
私

た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

の
中
で
見
守
り
支
援
や
支
え

合
い
活
動
に
取
り
組
む
ほ
か
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、

通
い
の
場
づ
く
り
な
ど
の
多

様
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実

績
を
活
か
し
、
健
康
寿
命
の

延
伸
と
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
活
動
の
輪
を
一
層
広
げ

る
た
め
、
健
康
を
保
持
増
進

す
る
「
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
」

や
「
友
愛
訪
問
」
を
基
礎
と

し
た
幅
広
い
支
援
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
殊
詐

欺
被
害
の
防
止
活
動
に
も
力

を
注
い
で
い
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
社
会
の
一
員
と
し
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動

の
幅
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
会

員
数
は
減
少
し
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
は
、
個
人
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

や
地
域
に
お
け
る
人
間
関
係

の
希
薄
化
等
に
よ
り
、
現
役

引
退
後
の
活
動
の
場
に
老
人

ク
ラ
ブ
を
選
ぶ
方
が
少
な
く

な
る
傾
向
が
長
く
続
い
て
い

る
た
め
で
あ
り
、
会
員
数
の

減
少
は
最
大
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
身
近

に
お
ら
れ
る
未
加
入
の
方
に

是
非
一
度
お
声
か
け
を
い
た

だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
休
止
・

解
散
ク
ラ
ブ
の
発
生
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の

育
成
に
努
め
、
活
動
基
盤
の

強
化
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
後
と

も
老
人
ク
ラ
ブ
の
基
本
で
あ

る
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
中
心
に
事
業
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
と
事
業
へ
の
積
極
的
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
わ
り
に
臨
み
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
併
せ
て

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
発
展
に
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
切

に
望
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

公益財団法人岡山県老人クラブ連合会
� 会長　安田 泰治

活動基盤の強化とクラブ活動の
活性化に取り組もう

岡山県知事　伊原木 隆太

すべての県民が
明るい笑顔で暮らす
「生き活き岡山」を目指して

年頭のご挨拶

1　2025年（令和７年）1月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



　

令
和
６
年
10
月
11
日
（
金
）、

岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ
ノ
ワ

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
岡
山
県

総
合
社
会
福
祉
大
会
（
岡
山
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
含
む
７

団
体
の
主
催
）
が
、
県
内
の
社

会
福
祉
関
係
者
約
５
０
０
名
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
大
会
会
長
で
あ
る

足
羽
憲
治
岡
山
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、

上
坊
勝
則
岡
山
県
副
知
事
の
激

励
の
こ
と
ば
に
続
き
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、

岡
山
県
や
各
福
祉
団
体
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
の
表

彰
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
式
典
の
最
後
に
安
田
泰
治

県
老
連
会
長
が
大
会
宣
言（
案
）

を
読
み
上
げ
、
参
加
者
全
員
で

採
択
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
嬉
し
い
こ
と
ば

が
自
分
を
変
え
る
」と
題
し
て
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
村
上
信
夫
氏
に

よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
時
お
り
、
参
加
者
と
の
対

話
を
交
え
な
が
ら
、
分
か
り
や

す
く
嬉
し
い
こ
と
ば
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
の
中
で
村
上
氏
は
「
当
た
り

前
す
ぎ
て
忘
れ
て
い
る
日
常
の

言
葉
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
し
た
う
え
で
、「
お
か
げ
さ

ま
」「
い
た
だ
き
ま
す
」「
あ
り

が
と
う
」
の
３
つ
の
言
葉
を
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
別
功
労
者 

67
名

備
　
前
　
市　
中
村　

吉
範

　
　
　
　
　
　

吉
形　

強

　
　
　
　
　
　

大
村　

美

　
　
　
　
　
　

森
内　

壽
子

瀬
戸
内
市　
西
川　

ケ
イ
コ

　
　
　
　
　
　

雪
上　

文
男

赤
　
磐
　
市　
伊
賀　

禮
子

　
　
　
　
　
　

大
江　

真
澄

　
　
　
　
　
　

伊
賀　

保
秀

和
　
気
　
町
　
小
髙　

正
邦

　
　
　
　
　
　

居
樹　

豊

　
　
　
　
　
　

河
合　

嘉
弘

吉
備
中
央
町
　
小
林　

正
男

倉
　
敷
　
市　
丸
川　

芳
二

　
　
　
　
　
　

矢
葺　

正
廣

　
　
　
　
　
　

酒
井　

昭
生

　
　
　
　
　
　

藤
井　

光
雄

　
　
　
　
　
　

田
辺　

護

　
　
　
　
　
　

木
村　

常
之

　
　
　
　
　
　

中
西　

文
明

　
　
　
　
　
　

楠
美　

眞
人

　
　
　
　
　
　

桐
井　

洋
男

　
　
　
　
　
　

樋
口　

隆
晴

　
　
　
　
　
　

村
上　

和
久

　
　
　
　
　
　

髙
田　

豪

　
　
　
　
　
　

大
江　

英
昭

　
　
　
　
　
　

中
嶋　

一
明

　
　
　
　
　
　

藤
原　

登

笠
　
岡
　
市　
安
藤　

伸
子

　
　
　
　
　
　

吉
岡　

哲
郎

　
　
　
　
　
　

原
田　

良
郎

　
　
　
　
　
　

東
山　

昌
邦

　
　
　
　
　
　

藤
井　

あ
や
え

　
　
　
　
　
　

藤
原　

隆
晴

総
　
社
　
市
　
前
田　

卓
雄

　
　
　
　
　
　

中
田　

秀
夫

　
　
　
　
　
　

塩
出　

裕
衛

高
　
梁
　
市
　
前
原　

康
裕

　
　
　
　
　
　

赤
木　

晃

　
　
　
　
　
　

宮
田　

正
一

新
　
見
　
市
　
白
根　

一
武

　
　
　
　
　
　

田
中　

匡
志

　
　
　
　
　
　

嘉
壽　

節
紀

　
　
　
　
　
　

伊
勢
村　

時
正

浅
　
口
　
市　
渡
辺　

次
彦

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

元
信

　
　
　
　
　
　

高
橋　

豊

里
　
庄
　
町　
安
田　

幸
子

矢
　
掛
　
町　
浅
野　

伸
夫

津
　
山
　
市　
山
本　

基
嗣

真
　
庭
　
市　
美
甘　

彰

　
　
　
　
　
　

廣
岡　

國
弘

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

紘
一

　
　
　
　
　
　

片
山　

富
夫

　
　
　
　
　
　

北
川　

和
政

美
　
作
　
市　
長
岡　

一
二
美

　
　
　
　
　
　

池
田　

篤

　
　
　
　
　
　

栁
澤　

英
美

鏡
　
野
　
町　
山
﨑　

幸
一
郎

　
　
　
　
　
　

久
保　

道
明

勝
　
央
　
町　
長
舩　

守
夫

奈
　
義
　
町
　
松
木　

太

久
米
南
町　
前　
　

久
光

美
　
咲
　
町　
最
上　

忠

　
　
　
　
　
　

松
田　

捷

　
　
　
　
　
　

布
野　

行
男

　
　
　
　
　
　

篠
原　

要

一
般
功
労
者 

29
名

瀬
戸
内
市　
三
浦　

志
津
子

赤
　
磐
　
市　
佐
々
部　

八
枝

　
　
　
　
　
　

下
村　

和
久

倉
　
敷
　
市　
市
川　

忠

　
　
　
　
　
　

松
成　

昭
三

　
　
　
　
　
　

高
橋　

勝
利

　
　
　
　
　
　

杉
森　

満
男

　
　
　
　
　
　

中
田　

敏
明

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

敏
之

　
　
　
　
　
　

片
山　

嘉
郎

　
　
　
　
　
　

石
崎　

英
子

　
　
　
　
　
　

小
谷　

桂
子

高
　
梁
　
市　
子
原　

美
恵
子

新
　
見
　
市
　
難
波　

安
子

　
　
　
　
　
　

河
島　

純
治

　
　
　
　
　
　

杉
村　

利
行

　
　
　
　
　
　

藤
井　

利
幸

　
　
　
　
　
　

櫻　
　

多
重

　
　
　
　
　
　

山
本　

弘

浅
　
口
　
市　
高
橋　

勇

　
　
　
　
　
　

花
房　

貫

里
　
庄
　
町　
西
崎　

康
男

真
　
庭
　
市　
山
根　

秀
子

美
　
作
　
市　
浅
浦　

博

鏡
　
野
　
町　
小
原　

和
子

　
　
　
　
　
　

安
藤　

忠
毅

勝
　
央
　
町　
板
倉　

弘
毅

久
米
南
町　
磯
山　

佐
知
子

美
　
咲
　
町　
石
田　

章
惠

優
良
老
人
ク
ラ
ブ 

10
団
体

玉
　
野
　
市

　

胸
上
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

西
田
井
地
竹
の
子
ク
ラ
ブ

瀬
戸
内
市

　

中
生
路
老
人
ク
ラ
ブ

笠
　
岡
　
市

　

篠
坂
長
寿
会

　

飛
島
椿
会

浅
　
口
　
市

　

池
ノ
平
団
地
福
寿
会

　

池
ノ
平
老
人
ク
ラ
ブ

真
　
庭
　
市

　

若
葉
会

美
　
作
　
市

　

楢
原
中
喜
楽
会

　

藤
生
長
寿
会

老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

倉
　
敷
　
市　
淺
野　

裕
司

新
　
見
　
市　
宮
永　

孝
正

真
　
庭
　
市　
澤
本　

晴
視

美
　
咲
　
町　
延
原　

愛
子

老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
）

倉
　
敷
　
市

　

桃
源
倶
楽
部

高
　
梁
　
市

　

有
漢
第
５
白
寿
会

新
　
見
　
市

　

川
東
長
寿
会

　

む
つ
み
会

老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

倉
　
敷
　
市　
裏
川　

和
子

　
　
　
　
　
　

中
田　

耕
治

　
　
　
　
　
　

野
上　

玖
美
子

　
　
　
　
　
　

安
田　

裕
任

瀬
戸
内
市　
中
尾　

博
延

新
　
見
　
市　
池
田　

改
助

真
　
庭
　
市　
小
林　

正

　
　
　
　
　
　

増
田　

正
實

老
人
福
祉
功
労（
老
人
ク
ラ
ブ
）

倉
　
敷
　
市

　

福
島
喜
楽
会

岡
山
県
総
合

岡
山
県
総
合

社
会
福
祉
大
会

社
会
福
祉
大
会

（
岡
山
県
老
人
福
祉
大
会
）

（
岡
山
県
老
人
福
祉
大
会
）

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

連
合
会
長
表
彰

岡
山
県

岡
山
県

子
ど
も
・
福
祉
部
長
表
彰

子
ど
も
・
福
祉
部
長
表
彰

令和６年度

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

2025 年（令和７年）1月　2



　

第
53
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
が
11
月
20
日
・
21
日
、
神

奈
川
県
横
浜
市 

神
奈
川
県
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら

約
１
３
０
０
名
の
仲
間
の
出
席

の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

岡
山
県
老
連
か
ら
は
、
被
表

彰
者
４
名
、
一
般
参
加
者
５
名

（
う
ち
、
付
添
者
１
名
、
事
務

局
１
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
活
動
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
で
は
、「
地
域
の

仲
間
と
取
り
組
む
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
奈
川

県
及
び
奈
良
県
の
３
団
体
か
ら

の
発
表
が
あ
り
、
神
奈
川
大
学

人
間
科
学
部
教
授 

齋
藤
ゆ
か

氏
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に

よ
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
２
日
目
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
続
い
て
講
演
と
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド「
コ

ン
・
ア
ミ
ー
ゴ
ス
」に
よ
る
ジ
ャ

ズ
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
参
加
者
と
一
緒
に
唄
っ

た
り
、
全
８
曲
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、「
健
康
寿
命
の

延
伸
と
栄
養
・
食
事
」
と
題
し

て
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学
名
誉
学
長
の
中
村
丁
次
氏
に

よ
る
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

関
わ
る
大
変
有
意
義
な
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
の
内
容

に
50
分
の
講
演
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
全
老
連
村
木
厚

子
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
表
彰　

育
成
功
労
表
彰 

１
２
０
名
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
育

成
功
労
表
彰
52
名
（
※
今
年
度

か
ら
新
設
）、
若
手
リ
ー
ダ
ー

育
成
功
労
表
彰
42
名
（
※
今
年

度
か
ら
新
設
）、
優
良
老
人
ク

ラ
ブ
表
彰
63
団
体
、
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
48
団
体
、

永
年
勤
続
表
彰
20
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
等
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
大
会
宣
言
の
朗
読

が
行
わ
れ
、
場
内
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
茨
城
県
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
大
会

は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

快
晴
の
朝
、
岡
山
駅
を
出
発
し
て
か
ら
車
窓
の
眺
め
は
次
第
に
曇

り
空
と
な
り
、
会
場
に
着
く
頃
に
は
雨
と
な
っ
た
。
会
場
に
は
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
受
賞
者
３
４
５
人

と
、
全
国
各
地
の
連
合
会
関
係
者
１
２
５
４
人
、
合
計
約
２
０
０
０

人
が
集
う
大
会
で
し
た
。

　

今
回
大
会
の
活
動
発
表
は
、
テ
ー
マ
の
「
地
域
の
仲
間
と
取
り
組

む
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
つ
い
て
、
３
例
の
活
動
発
表
が
あ
り
、
会

員
増
加
の
事
例
と
し
て
「
お
し
ゃ
れ
し
て
集
う
み
ん
な
の
に
こ
に
こ

デ
イ
」
の
取
り
組
み
は
、
お
一
人
暮
ら
し
の
方
や
、
障
害
者
の
方
に

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
振
る
舞
う
活
動
等
で
す
。
ま
た
、「
健
康
道
場
の
立

ち
上
げ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
健
康
維
持
に
努
め
る
等
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
全
国
組

織
で
あ
り
、
会
員
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
活
動

を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

第 53回第 53回  全国老人クラブ大会全国老人クラブ大会
神奈川県において開催！神奈川県において開催！
日時：令和６年11月２０日水～２１日木日時：令和６年11月２０日水～２１日木
場所：神奈川県横浜市　神奈川県民ホール場所：神奈川県横浜市　神奈川県民ホール

受
賞
者
一
覧　

受
賞
者
一
覧　

◆
育
成
功
労
表
彰

　

繁
定　

健
三

（
前
岡
山
県
老
連
副
会
長
）

　

岡　
　

弘

（
岡
山
県
老
連
理
事
）

　

沼
本　

英
雄

（
前
吉
備
中
央
町
老
連
理
事
）

◆
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成

　
功
労
表
彰

　

谷
村　

悦
子

（
新
見
市
老
連

　
　
　
　

女
性
委
員
会
委
員
長
）

　

令
和
6
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
活
動
賞
」受
賞
団
体
決
定

第第
5353
回回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
報
告

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
報
告

赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　

会
長
　
繁
定
　
健
三

　活動分野 市町村 クラブ名

仲間づくり活動部門 真庭市 三和シニアクラブ

健康づくり活動部門 井原市 芳井地区老人クラブ連合会

ボランティア活動部門 総社市 槙谷長寿クラブ

その他の活動部門（世代間交流） 瀬戸内市 瀬戸内市老人クラブ連合会

写
真
右:

県
老
連 

安
田
泰
治
会
長

　
　
左:

瀬
戸
内
市
老
連 

天
野
雅
景
会
長

全
老
連
会
長
表
彰

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お

け
る
選
考
の
結
果
、
岡
山
県
に
お

い
て
は
、４
団
体
が
各
分
野
の
「
活

動
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
ま
し
た
連
合
会
及
び
ク
ラ

ブ
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
健
康
づ
く
り
や
地
域
の

活
性
化
、
ま
た
加
入
促
進
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
対
し
、
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら

な
る
活
動
の
発
展
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
老
人
福
祉
大
学
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
団
体
に
つ
き
ま
し

て
は
、
会
場
に
お
い
て
ご
紹
介
し
、

表
彰
状
の
授
与
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

3　2025 年（令和７年）1月



令和令和６６年度年度令
和
６
年
度
の
高
齢
者
地

域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
終
了
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
例
年
と
同

様
、
岡
山
、
倉
敷
、
津
山
、
高

梁
、
美
作
の
５
会
場
で
、
6
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
開
催
し
ま

し
た
。参
加
者
は
２
３
０
名（
う

ち
女
性
80
名
）
で
し
た
。
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
各
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
の
皆
様
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

研
修
は
、
会
場
ご
と
に
分
担

し
た
県
老
連
正
・
副
会
長
に
よ

る
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
目
指
す
べ
き
方
向
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
義
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
次
に
、
公
益
財

団
法
人
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会 

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
釜
口
一
三
先
生
の
「
楽

し
さ
を
と
お
し
て
心
を
元
気
に

す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と

題
す
る
講
義
で
は
、
歌
・
ゲ
ー

ム
・
踊
り
な
ど
、
簡
単
に
い
つ

で
も
誰
と
で
も
行
え
、
皆
が
自

然
と
笑
顔
に
な
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

午
後
は
、
各
班
に
分
か
れ
て

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
社
会
参
加
活

動
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、
最

後
に
、
全
体
会
で
グ
ル
ー
プ
の

代
表
に
討
議
内
容
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

研
修
内
容

①
講
義

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と　

こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き　

方
向
に
つ
い
て
」

　

県
老
連 

正
・
副
会
長

②
講
義

「
楽
し
さ
を
と
お
し
て
心
を

元
気
に
す
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」

公
益
財
団
法
人
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

釜
口　

一
三　

先
生

③
グ
ル
ー
プ
討
議

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
社
会
参
加

活
動
に
つ
い
て
」

④
ま
と
め

グ
ル
ー
プ
討
議
報
告
・
質
疑

応
答
・
意
見
交
換

開
催
期
日
・
場
所
・
参
加
者
（
う
ち
女
性
）

◎
岡
山
会
場

　

６
月
24
日（
月
）　

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　

31
名
（
14
名
）

◎
高
梁
会
場

　

７
月
４
日（
木
）

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

　

57
名
（
15
名
）

◎
津
山
会
場

　

７
月
26
日（
金
）

　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

　

54
名
（
14
名
）

◎
美
作
会
場　

　

８
月
19
日（
月
）　

　

湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

36
名
（
10
名
）

◎
倉
敷
会
場

　

９
月
４
日（
水
）

　

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

　

52
名
（
27
名
）

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会  

終
了
終
了

2025 年（令和７年）1月　4

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



講  

義  

内  

容

♦︎
山
陽
学
園
大
学
総
合
人
間
学
部
言
語
文
化
学
科
　

教
授
　
佐
藤
　
雅
代  

先
生

♦
映
画
史
研
究
者 

　
　
　
　
　
　 

世
良
　
利
和  

先
生

♦
川
崎
医
科
大
学
高
齢
者
医
療
セ
ン
タ
ー
　	

 

　

管
理
栄
養
士
　
森
光
　
　
大  

先
生

　
　
　
健
康
運
動
指
導
士
　
玉
置
　
昭
平  

先
生

令和７年度 講師予定

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学  

終
了
終
了

令
和
６
年
度
（
第
49
次
）

　

令
和
6
年
度
（
第
49
次
）
岡

山
県
老
人
福
祉
大
学
が
、
11
月

29
日
（
金
）
の
倉
敷
会
場
を
も
っ

て
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。
講
師
を
お
引
き
受
け
い

た
だ
い
た
先
生
方
、
ま
た
受
講

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
講
者
は
８
０
５

名
で
、
修
了
者
は
７
２
８
名
、

う
ち
１
０
３
名
が
奨
励
賞
、
38

名
が
栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

９
月
10
日
（
火
）
の
岡
山
会

場
で
の
開
講
を
皮
切
り
に
、
菅

原
先
生
に
は
「
老
い
」
を
テ
ー

マ
に
受
講
生
に
も
参
加
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
を
取
り
入
れ
た
楽
し
い
ご

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森

永
先
生
に
は「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
」（
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
が
健
康
長
寿
に
有
効
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
災
害
時
の

避
難
所
の
様
子
な
ど
も
例
に
あ

げ
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
、
定
兼
先
生
に
は
、

会
場
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
、

笑
い
も
交
え
な
が
ら
楽
し
い
講

義
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
講
師
に
つ
い
て
は
、

記
載
の
先
生
方
を
お
招
き
す
る

予
定
で
す
。
多
く
の
方
々
の
受

講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
老
い
と
演
劇　

〜
老
い
て
人
生
と
い
う
舞
台
で
輝
く
〜
」

　O
iBokkeShi

（
オ
イ
ボ
ッ
ケ
シ
）

�

主
宰
　
菅
原
　
直
樹  

先
生

　「
今
こ
そ 

健
康
長
寿
に

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

 

活
か
そ
う
！
」

　
岡
山
県
立
大
学

   

保
健
福
祉
学
部
看
護
学
科�

�

教
授
　
森
永 

裕
美
子  
先
生

「
ふ
る
さ
と
岡
山
の
歴
史
、
文
化
」

・
江
戸
時
代
の
備
前
国
（
岡
山
会
場
）

・
江
戸
時
代
の
倉
敷
、
玉
島
、
笠
岡（
倉
敷
会
場
）

・
江
戸
時
代
の
美
作
国
を
中
心
に
（
津
山
会
場
）

・
諸
藩
が
ひ
し
め
き
あ
っ
た
備
中
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
梁
会
場
）

　
山
陽
学
園
大
学
特
任
教
授

�

博
士（
文
学
）  

定
兼
　
学  

先
生

９
月
〜
10
月

10
月
〜
11
月

11
月
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



と ぴ っ く す

和気町

和気なごみの会（和気町老人クラブ連合会） 事務局長　行正 健志　
シルバースポーツ大会を開催～ 500人が集う

～

　本会が所在する久世地域は、岡山県真
庭市の東南部にある歴史の古い町で、旭
川の左岸に街並みが続き、勝山と並んで
古くから行政面での中枢地域であり、現
在も市役所本庁や商工業地が所在する市
の中心的地域です。
　本会では、かねてより年間をとおして各
種事業を活発に実施してきましたが、令
和元年の新型コロナウイルス感染症発生
以降、活動の衰退が続き、何も活動しな
いのであれば会を存続する意味が無いと
単位クラブや会員の退会が続きました。
所属する真庭市シニアクラブ連合会全体
でみると、コロナ禍以前の令和元年度時
点から54クラブ、会員3,206名が減少し
ています。
　退会の理由は新型コロナウイルス感染
症の影響だけではありませんが、他の問
題を後押ししたとも言えるかと思います。
このままでは、新規加入者を募る時に紹
介する魅力も少なく、加入への声掛けもし
がたいと言える状況でした。
　会の活性化のためには、現在の会員が

元気で交流できていないといけないと考
え、役員で協議を重ね、令和3年度からボッ
チャを行うことにしました。
　ボッチャはルールが簡単なので、障がい
の有る無しや年齢に関係なく誰でも直ぐ
にプレーできて、今までスポーツの経験が
ない方も気軽に始められると言われてい
ます。
　真庭市各支部老連でも、スポーツ大会
と言えばゲートボール、ペタンク、グラウ
ンド･ゴルフの３競技を主に実施してきま
したが、近年ゲートボール選手が減少し、
チーム編成も困難な状況となっています。
久世支部では、ボッチャの練習会を経て
令和４年度以降は大会種目に加え開催し、
スポーツ大会に新しい参加者を迎えるこ
ともできました。
　集うことや身体を動かすきっかけは、特
に高齢者には必要なことと思います。
　何とか次の退会者をくい止めようと、老
人クラブ活動の活性化を図るべく会員一
丸になり頑張っています。

真庭市

久世支部

真庭市久世支部シニアクラブ連合会 会長　綱島 正志

ボッチャでクラブ活動の活性化

　和気町老人クラブ連合会は、昨年7月

から『和気なごみの会』と愛称を制定し

ています。

　このたび、新しい愛称のもと、令和６

年度のシルバースポーツ大会を10月31日

（木）和気ドームで開催。コロナで休止し

ていた期間をはさんで参加者は減少しま

したが、それでも500人を超える仲間が

集まりました。（コロナ以前は、800人規模。

ちなみに、この大会は和気町内の最も大き

なスポーツ・イベントです。）

　種目は、①玉掃き競争、②輪投げ競争、

③玉入れ競争、④ピンポン球運び競争、

昼食をはさんで、⑤グラウンドゴルフ競争、

⑥じゃんけん競争。誰でも出来る簡単な

競技ですが、町内8地区の対抗戦でワイ

ワイと盛り上がりました。

　会員の健康増進と交流のため、今後も

継続したいと考えています。

2025 年（令和７年）1月　6



　浅口市老人クラブ連合会は合併前の
旧町単位で

支部を構成しており、私たち鴨方支部は
現在54単

位クラブ、約2700名の会員が所属しそ
れぞれの活

動を行っています。鴨方支部の主な活動
としてグラ

ウンドゴルフ大会、ペタンク大会、大運動
会、ウォー

キング大会、囲碁将棋大会など、皆さ
んに馴染み

のある行事を年間通じて行っています。

　中でも特に多くの方が参加してくださ
るのが「芸

能発表会」です。会員の中にはカラオケ
愛好家が多

くいらっしゃるので、これを活かして何
かできない

かと当時の役員の声掛けにより、芸能
発表会が平

成23年度に始まりました。当初はカラ
オケだけの

予定でしたが、せっかくの機会なのでよ
り多くの会

員の発表の場にしたいと、民謡、日本舞
踊、大正琴、

銭太鼓、社交ダンスなど会員の様々な
得意を持ち

寄ることとなりました。

　初めは声を出して歌うことにより健康
増進や認知

症予防になればという思惑がありまし
たが、発表

会に出たいからと地域の老人クラブに入
会してくだ

さる方や、支部のカラオケ部に所属され
る方も増え、

思わぬ効果が現れました。その中でも
芸能発表会

をきっかけに、新しく単位クラブを立ち
上げること

ができたのは、会員増強を喫緊の課題
としていた

私たちにとって大きな成果となりました
。

　コロナ禍では行事を中止せざるを得
ないことも

多く歯痒い思いもしましたが、ようやく
私たちの活

動にも日常が戻ってきました。これから
も芸能発表

会はもちろん、様々な活動を通じて今
まで以上に

会員同士のつながりを作ることができれ
ばと思って

います。

浅口市

鴨方支部

浅口市老人クラブ連合会鴨方支部 会長　山本 武司魅力ある行事で新しい仲間づくりを

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。 私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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地区別岡山県高齢者スポーツ大会
地区別女性リーダー研修会

 各地で開催！！

備
前
地
区
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

美
作
地
区
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

紅
葉
が
美
し
い
山
沿
い
の
場
所
に

あ
る
瀬
戸
内
市
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

野
球
場
で
、
第
10
回
備
前
地
区
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
11
月
13
日
に

４
市
２
町
老
連
の
２
０
０
人
の
参
加
者

で
、
大
会
宣
言
、
選
手
宣
誓
や
来
賓

に
よ
る
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
と
し
て
は
珍
し
く
小
春
日

和
の
暖
か
い
日
差
し
に
、
体
を
動
か

す
と
汗
ば
む
ほ
ど
の
最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
で
、
参
加
者
は
自
ら
の
目

標
に
挑
戦
さ
れ
し
っ
か
り
楽
し
ま
れ
た

様
子
で
し
た
。

　

94
歳
の
高
齢
者
の
方
も
参
加
さ
れ

て
お
り
、
ま
さ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
は
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
皆
さ
ん
勇
気

づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
好
き
な
こ
と
に
生
き
が
い
を
見
出

し
、
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、
人
生
を
楽
し
め
れ
ば
最
高
に

カ
ッ
コ
い
い
と
思
い
ま
す
。
入
賞
さ
れ

ま
し
た
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
大
会
か
ら
従
来
の
参
加
者
３
０
０

人
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
競
技
時
間

の
短
縮
は
も
と
よ
り
、
移
動
手
段
や

プ
レ
ー
進
行
な
ど
、
関
係
者
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
運
営
全
般
が
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

11
月
25
日
、
美
咲
町
エ
イ
コ
ン
パ
ー
ク
Ｇ
Ｇ
場
で
、
令
和
６
年
度
地
区
別
岡
山
県
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
美
咲
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
幹
事
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
美
作
地
区
３
市
５
町
２
村
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
１
４
４
人
が
集
合
。
絶
好
の
天
気
に

恵
ま
れ
、「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
親
睦
も
図
り
な
が
ら
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
目
指

し
て
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
。」
と
美
作
地
区
老
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
24
組
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
出
る
が
、
Ｏ
Ｂ
も
出
る
わ
出
る
わ
と
、
ラ
ウ
ン
ド
間
の
休
憩
で
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
コ
ー
ス
の
掃
除
、
道
路
に
立
っ
て
案
内
、
そ
し
て
大
会
運
営
と
地
元
Ｇ
Ｇ
協
会
の
皆

さ
ん
。
ま
た
、
女
性
部
に
は
接
待
係
と
大
会
を
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
。

　
市
町
村
を
超
え
た
親
睦
と
交
流
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
帰
り
際
に
は
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
、
あ
り
が
と
う
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
計
画
か
ら
実
行
の
疲
れ
が
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

瀬
戸
内
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　
　
　
　
　

会
長
　
天
野
　
雅
景

美
咲
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　
　
　
　
　

会
長
　
最
上
　
　
忠

第
10
回 

備
前
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
親
睦
と
交
流

　
美
作
地
区
老
連
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
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備
前
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
備
前
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
10

月
29
日
（
火
）
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
赤
磐
市
老
連
が
主
管
老
連
と
し

て
、
企
画
か
ら
研
修
会
準
備
・
進
行
ま
で

を
担
い
ま
し
た
。
企
画
の
段
階
か
ら
5
回

女
性
委
員
会
を
開
き
、
準
備
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

赤
磐
市
13
名
、
備
前
市
・
瀬
戸
内
市
・

玉
野
市
・
和
気
町
・
吉
備
中
央
町
そ
れ
ぞ

れ
4
名
に
県
老
連
会
長
を
含
め
34
名
と
た

く
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
赤
磐
市
・
吉
備
中
央
町
老
連
会
長
お

よ
び
県
老
連
会
長
も
最
後
ま
で
出
席
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
お
互
い
に
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
、
各
老
連
の
メ
ン
バ
ー
を
バ
ラ
バ
ラ

に
6
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
研
修
を
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
の
小
物
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
研
修
会
と
は
違
う
も
の
を
や
り
た
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
午
前
中
は
、「
ア
ロ
マ
で

認
知
症
予
防
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
三
大

認
知
症
の
説
明
や
認
知
症
の
初
期
症
状
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
上
で
ア
ロ
マ
に

よ
っ
て
「
嗅
覚
」
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と

が
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
学
び
、そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
「
ア

ロ
マ
手
練
り
石
け
ん
」
を
作
り
ま
し
た
。

全
員
が
と
て
も
楽
し
く
受
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
は
、
お
互
い

に
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
で

「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
あ
と
は
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入

り
、
デ
ィ
ス
コ
ン
の
進
捗
状
況
や
各
老
連

で
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
自
由
に

話
し
て
も
ら
い
、
他
の
老
連
の
人
た
ち
と

様
々
な
情
報
交
換
を
行
い
、
非
常
に
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
通
じ
て
様
々
な
こ

と
を
学
び
、
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
研
修
会
に
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
、
開
催

に
あ
た
っ
て
お
世
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
岡
山
県
老
連
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
も
ま
す
ま
す
女
性
の
視
点
か
ら
老

人
ク
ラ
ブ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
去
る
11
月
14
日
、
備
中
地
区
女
性
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
快
晴
で
青
空
に
黄
色
く
色
付
い
た
樹
木

が
映
え
、
ま
た
、
11
月
中
旬
と
い
う
の

に
大
変
暖
か
く
気
持
ち
の
良
い
1
日
で
し

た
。

　
笠
岡
市
が
担
当
し
て
研
修
を
行
う
こ
と

は
初
め
て
で
し
た
が
、
他
市
町
の
皆
さ
ん

を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な

内
容
が
良
い
か
役
員
を
中
心
に
何
度
も
話

し
合
い
を
行
い
検
討
し
た
結
果
、
笠
岡
の

誇
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
で
研
修
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
博
物
館
の
学
芸
員
さ
ん

に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生
態
や
性
別
の
見
分
け

方
、
生
育
に
つ
い
て
大
変
詳
し
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
は

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
飼
育
室
ま
で
案
内

し
て
い
た
だ
き
、
赤
ち
ゃ
ん
カ
ブ
ト
ガ
ニ

の
水
槽
を
間
近
で
見
た
り
、
は
く
製
の
カ

ブ
ト
ガ
ニ
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
笠
岡
の
歴
史
を
含

め
た
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
、
こ
の
地
に
カ
ブ

ト
ガ
ニ
博
物
館
が
で
き
た
経
緯
な
ど
、
ま

ち
の
発
展
と
自
然
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
学
習
し
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
た
自
然
は
取
り
戻
す
こ
と
が
難
し
い

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
有
名
だ
と
い
う
こ
と
は

認
知
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、

で
は
な
ぜ
笠
岡
な
の
か
、
い
つ
か
ら
そ
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
の
か
、
な
ど
笠
岡

市
民
で
も
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
私
た
ち

も
詳
し
く
知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　
一
度
は
人
間
の
手
に
よ
っ
て
絶
滅
の
危

機
に
瀕
し
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
で
す
が
、
市
が

カ
ブ
ト
ガ
ニ
保
護
条
例
を
制
定
し
、
現
在

で
は
博
物
館
を
中
心
と
し
た
保
護
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
生
き
た
化
石
を
来
世
に

繋
げ
る
よ
う
地
域
で
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
以
外
に
も

笠
岡
市
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
あ
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、
観
光
案
内
な
ど
も一
緒

に
お
渡
し
し
、
魅
力
発
信
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
遠
方
よ
り

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

備
中
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

美
作
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
絆
の
和
あ
か
い
わ
）　

女
性
委
員
長
　
石
原 

ひ
と
み

笠
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　
　
　
　
　

女
性
部
長
　
金
本 

久
美
恵

津
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　
　
　
　
　

女
性
部
長
　
菅
原
　
淑
子

　

美
作
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

令
和
６
年
11
月
６
日
に
津
山
市
総
合
福

祉
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

美
作
地
区
は
、
津
山
市
・
真
庭
市
・

美
作
市
・
鏡
野
町
・
勝
央
町
・
奈
義
町
・

美
咲
町
・
久
米
南
町
・
新
庄
村
・
西
粟
倉

村
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
今
年
度
は

津
山
市
が
会
場
と
な
り
、
出
席
者
53
名

の
集
い
で
す
。
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
小
林
裕
子
主
任
が
応
援
に
か
け
つ

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

２
人
の
講
師
を
招
き
、「
老
人
に
お
け
る

悪
質
商
法
対
策
」
を
講
話
と
演
劇
を
交

え
て
、
高
齢
者
を
中
心
に
多
発
し
て
い
る

詐
欺
を
含
め
、
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
？ 

み
ん
な
で
声
掛

け
を
す
る
、
相
談
に
の
る
、
話
を
聞
く
、

み
ん
な
で
見
守
る
、
き
ち
っ
と
断
る
、
甘

い
話
に
の
ら
な
い
な
ど
、
寸
劇
で
面
白
お

か
し
く
と
て
も
分
か
り
や
す
く
だ
ま
さ
れ

な
い
た
め
の
お
話
で
し
た
。

　

続
い
て
、
折
り
紙
を
使
用
し
た
『
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
＆
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
』
の
実
演
で

す
。
色
紙
、
の
り
、
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
の

細
か
い
作
業
は
、
み
な
さ
ん
大
変
苦
労
し

ま
し
た
。
若
い
頃
は
、
な
ん
で
も
な
か
っ

た
こ
と
も
、
手
先
指
先
を
使
っ
て
の
作
業

は
大
変
で
す
。
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、

お
隣
さ
ん
ど
う
し
で
楽
し
く
出
来
ま
し

た
。
予
定
時
間
は
少
々
オ
ー
バ
ー
し
ま
し

た
が
、
出
席
者
の
数
だ
け
の
つ
り
さ
げ
飾

り
が
出
来
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
、
お
孫

さ
ん
方
と一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
「
楽
し
か
っ

た
で
す
。
あ
り
が
と
う
」
の一
言
で
、
津

山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
一
同
、

大
変
嬉
し
く
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
遠
路
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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脳
ト
レ
パ
ズ
ル

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス

ナ
ン
プ
レ

▲点線で切り取って、はがきの通信面にしっかり貼ってください。

はがきに答え（問題図を切り取って貼ってください）、クラブ名・氏名・住所・
電話番号を明記し、岡山県老人クラブ連合会「晴ればれシニア岡山」パズル
係へ。正解者の中から抽選で5名を決定します。
応募締切は令和７年２月28日（金）必着。

【応募先】〒700-0807 岡山市北区南方2-13-1 きらめきプラザ内
			  　　　　岡山県老人クラブ連合会
			  　　　　晴ればれシニア岡山 パズル係   

正解者の中から５名様に正解者の中から５名様に
QUO カードQUO カード（１，０００円分）（１，０００円分）を差し上げますを差し上げます

7 6 2 5 8 3 9 1 4
5 9 4 1 7 6 2 3 8
1 3 8 2 9 4 5 6 7
4 5 1 6 2 7 3 8 9
2 8 3 9 1 5 4 7 6
6 7 9 3 4 8 1 5 2
3 4 7 8 5 9 6 2 1
9 1 5 7 6 2 8 4 3
8 2 6 4 3 1 7 9 5

第 31号　ナンプレの答え

応募総数は148通でした。
当選者は以下の5名です。
おめでとうございます。（敬称略）

道原 逸美（玉野市 千寿会）
藤村 鈴江（倉敷市 東富井シニア会）
仁後 忠子（新見市 昭和町地区壽会）
松田 　捷（美咲町 錦織西寿令会）
山下 久子（矢掛町 三谷シニアクラブきび協和会）

クラブ名

お名前

ご住所　〒　　　　−

ＴＥ L（　　　　　）　　　　　−

 ナンプレ答え 　　晴ればれシニア岡山第 32 号

1 8 4 7
3 2

7 8 1
3 6 9

7 5
9 2 5

5 6 8
7 4

9 6 1

ご自身のケガの補償

老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険
自分がケガをしてしまった時の保険です。

24時間型
活 動 型

相手の物、ケガの補償

老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険
他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険です。

会員は所属クラブを通じての任意加入となります。 クラブ全会員での加入が条件となります。

老人クラブ会員向けに
傷害保険 賠償責任保険・ 安心補償で

公益財団法人
〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社      TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉東京海上日動火災保険株式会社  医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/       メールアドレス  hoken@senior-ltd.com
03-3597-8770お問い合わせ

ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、
資 料 請 求 先

受付時間 9：30から 12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から 17：00まで

2024年2月作成
23TC-008004

〇空いているマスに１から９までの数字のどれかが入ります。
〇縦と横の列（各列に9マスあります）、太い線で囲まれた３×
３の 9 個のブロック（それぞれ９マスあります）のいずれにも、
１から９までの数字が１つずつ入ります。

 ルール
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海への転落事故に気を付けましょう!!海への転落事故に気を付けましょう!!
危険危険

高齢者の海中転落事故事例
釣りをしているときに防波堤から転落する事故の
ほか以下のような転落事故が発生しています。

犬の散歩中に岸壁を
歩いていたところ、
段差につまずいた。

岸壁に停めていた車を
移動させる際、アクセル
とブレーキを踏み間違
えた。

自転車で走行中に、
ハンドル操作を誤り
ふらついた。

自転車で走行中に、
ハンドル操作を誤り
ふらついた。

第六管区海上保安本部
交通部安全対策課

       Tel 082-251-5111

【問い合わせ先】岡山県北方領土返還要求運動県民会議 
（事務局：岡山県総合政策局公聴広報課内） 
TEL：086-226-7158 

～今も昔もこれからも北方領土は日本の領土～
「令和６年度北方領土問題キャッチコピー」最優秀賞（岡山県）　主催：独立行政法人北方領土問題対策協会

２月７日の「北方領土の日」を中心に各地でさまざまな行事が行われます。 
岡山県でも、「北方領土返還要求岡山県民大会」並びに「北方領土に関するテーマ展示」を
開催する予定としています。 
北方四島の早期返還実現のため、返還運動への皆様のご理解とご協力をお願いします。

2月は「北方領土返還運動全国強調月間」です くなしりとう

国後島 えとろふとう

択捉島
しこたんとう

色丹島
はぼまいぐんとう

歯舞群島
北海道

岡山県くらしの安全安心情報岡山県くらしの安全安心情報

�　2025 年（令和７年）1月



会員の

ひ ろ ば

（発行部数：36,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
� （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　110,218 人
■クラブ数
　　　2,216 クラブ

（令和６年3月末現在）

令和6年度

1月23日㈭ 若手委員会・会員加入
促進委員会合同会議 きらめきプラザ

2月13日㈭ 次世代育成支援リーダー
養成講習会 〃

2月21日㈮ 市町村老連会長・
事務担当者合同会議 〃

3月21日㈮
第３回理事会

〃第２回評議員会
シルバー基金運営委員会

令和7年度
4月22日㈫ 健康づくり推進委員会 きらめきプラザ
5月29日㈭ 第１回理事会 〃

6月19日㈭
定時評議員会

〃
第２回理事会

6月27日㈮ 女性委員会総会・幹事会 〃

令和７年度（第50次） 
岡山県老人福祉大学 日程（予定）

瀬戸内
ゆめトピア
長船

倉 敷
くらしき健康
福祉プラザ

津 山
津山文化
センター

高 梁
高梁市文化
交流館

９月 2日㈫ 24日㈬ 9日㈫ 17日㈬
10月 2日㈭ 29日㈬ 17日㈮ 23日㈭
11月 11日㈫ 28日㈮ 19日㈬ 13日㈭
※日程は会場予約や講師の都合により変更することがあります。

令和７年度
高齢者地域リーダー研修会 日程（予定）

岡山 6月23日㈪ きらめきプラザ
高梁 7月 3日㈭ 高梁総合文化会館
津山 7月24日㈭ 津山市総合福祉会館
美作 8月 4日㈪ 湯郷地域交流センター
倉敷 8月27日㈬ くらしき健康福祉プラザ
※日程は会場予約や講師の都合により変更することがあります。

　

俳 

句

石
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の
笑
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る
津
和
野
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津
山
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野
村
寿
老
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ラ
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保
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恭
子

七
回
忌
だ
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ご
供
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す
き

倉
敷
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万
年
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ざ
き
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岡
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通
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岡
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今
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八
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た
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津
山
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ほ
ほ
え
み
ク
ラ
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康
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身
の
丈
の
幸
あ
り
が
た
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畑
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立
つ

矢
掛
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中
川
福
寿
会　

髙
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し
げ
子

娘
の
忠
言
寸
鉄
な
れ
ど
暖
か
い

赤
磐
老
人
ク
ラ
ブ　

津
田　

忠
彦

干
し
竿
が
背
す
じ
伸
ば
せ
と
発
破
掛
け

矢
掛
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中
川
福
寿
会　

髙
月　

照
美

ポ
ケ
ッ
ト
に
寒
さ
知
ら
ず
の
百
円
玉

倉
敷
市 

南
浦
西
若
葉
会　

藤
澤　

久
子

故
里
へ
む
か
う
列
車
が
泣
き
じ
ゃ
く
る

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

こ
の
歳
で
手
枷
足
枷
外
れ
た
り

真
庭
市 

上
口
悠
々
ク
ラ
ブ　

室
川　

典
子

弾
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若
さ
加
わ
り
秋
ま
つ
り

津
山
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野
村
寿
老
人
ク
ラ
ブ　

保
田　

恭
子

里
帰
り
子
供
も
孫
も
ス
マ
ホ
中

津
山
市 

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

　

短 

歌

味
噌
汁
に
玉
子
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
る

　

こ
れ
が
私
の
い
つ
も
の
昼
食

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

年
と
る
と
盆
、
彼
岸
、
お
正
月
、

　

追
い
か
け
て
来
る
こ
の
ス
ピ
ー
ド

　
　

さ
つ
さ
と
歩
け
ぬ
も
ど
か
し
さ
。

�

倉
敷
市 

小
溝
絆
会　

大
橋 

八
十
子

蟷
螂
に
触
れ
は
鎌
上
げ
威
嚇
す
る

　

一
寸
の
虫
に
五
分
の
魂

�

赤
磐
老
人
ク
ラ
ブ　

津
田　

忠
彦

令
和
六
年
平
和
の
時
代
に
長
ら
え
て

　

公
民
館
で
フ
レ
イ
ル
予
防�

津
山
市 

綾
部
西
老
人
ク
ラ
ブ　

内
田 

美
智
子

満
月
の
自
然
彩
る
ス
テ
ー
ジ
に

　
心
弾
み
し
夕
べ
故

�

津
山
市 

ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ　

森　
　

康
子

巳
年
の
新
春
よ
恵
の
風
を
被
災
地
に

　

あ
た
た
か
く
吹
け
復
興
の
祈
り�

津
山
市 

野
村
寿
老
人
ク
ラ
ブ　

保
田　

恭
子

冬
ご
も
り
有
る
が
無
いの
は「
夏
ご
も
り
」

　

今
年
の
新
語
猛
暑
の
地
球�

津
山
市 

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

年
経
り
て
何
事
も
な
く
時
過
ぎ
ぬ

　

国
に
身
命
賭
し
た
る
人
も

�

岡
山
市 

悠
々
ク
ラ
ブ　

寳
藏　

史
朗

絵
手
紙

岡山県老人クラブ連合会では令和７年８月に発行する「晴ればれシニア
岡山第33号」に掲載する皆様の作品を次のとおり募集いたします。

　●俳句　　●川柳　　●短歌　　●絵手紙
　●投稿文（身近な出来事、趣味などについて400 字程度）

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※�編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の場合は
事務局により選考させていただく場合があることをご了承ください。

【応募先】	〒700-0807 岡山市北区南方２－１３－１きらめきプラザ内
	 岡山県老人クラブ連合会　晴ればれシニア岡山 作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和７年５月30日（金）

　新年、あけましておめでとうございます。

　本号では、４年ぶりに地区ごとに工夫を

凝らし、熱心に取り組まれたスポーツ大会

や女性リーダー研修会を紹介するページを

設けました。紙面にて各地区の様子を感じ

ていただけましたら幸いです。

　今年の干支「巳」にあやかり、脱皮し

さらに成長する１年となるよう老人クラブ

活動の推進に共に励んでまいりましょう。

本年もよろしくお願いいたします。
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県老連の行事について
編集後記

2025 年（令和７年）1月　�


